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論 文 内 容 の 要 旨 
  
論文題目    「Zr 基金属ガラスの塑性変形性と精密成形加工に関する研究」 
 



















第 1 章は，序論である． 
第 2 章では，Zr-Cu-Al 系金属ガラスの過冷却液体粘性の合金組成依存性について調べた結
果と，過冷却液体の構造と粘性との関連性について述べた． 














第 6 章では，Au を微量添加した Zr-Cu-Ni-Al 系金属ガラスに強ひずみ加工を施し，高密度の
ナノスケールの結晶相を析出させ，アモルファス相との複合組織を有する合金を作製し，これら合
金の機械的特性に及ぼすナノ結晶相の分散効果について検討した結果を述べた． 
第 7 章では，最適組成の Zr-Cu-Ni-Al 系金属ガラスについて，約 2.5 GPa の強度を有する高耐
久性 Ni-W 金型を用いてナノスケール精密成形を過冷却温度と常温で試み，形状転写性とそれ
らに影響する因子について検討した結果を述べた． 





第 9 章は，本研究結果の総括である． 
 
